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「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
。
原

発
事
故
も
解
決
さ
れ
ず
、
未
だ

に
17
万
人
も
の
人
が
避
難
生
活

を
お
く
る
中
、
九
州
熊
本
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
ま
た
も
多
く
の
人
々
が
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
▼
世
界
有
数
の
地
震
や
火
山
発
生

国
の
こ
の
日
本
の
現
状
を
見
る
時
、
莫

大
な
税
金
を
投
入
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
リ
ニ
ア
・
原
発
再
開
な
ど
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
と
は
思
え
な
い
▼
国

民
に
は
消
費
税
増
税
・
年
金
支
給
額
引

き
下
げ
、
か
た
や
、
大
企
業
に
は
減
税
、

沖
縄
辺
野
古
に
米
軍
基
地
建
設
を
進
め
、

憲
法
違
反
の
安
保
法
制
＝
「
戦
争
法
」

ま
で
も
強
行
採
決
し
た
安
倍
自
公
政
治

に
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
▼

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
は
米
軍
基
地
に
配

備
し
な
い
で
と
の
国
民
の
願
い
も
聞
か

ず
、
災
害
派
遣
に
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
オ

ス
プ
レ
イ
導
入
依
頼
を
了
承
す
る
安
倍

内
閣
。
自
国
の
国
民
は
自
国
の
手
で
救

う
事
が
出
来
な
い
政
治
体
制
自
体
が
問

題
で
す
▼
勿
論
、
他
国
の
助
け
が
必
要

な
時
は
お
願
い
す
る
こ
と
は
大
切
な
事
、

し
か
し
、
自
ら
の
手
で
国
民
を
救
え
な

い
で
国
が
存
在
で
き
る
だ
ろ
う
か
▼
憲

法
９
条
の
お
か
げ
で
守
り
通
し
て
来
た

戦
争
し
な
い
日
本
。
主
権
在
民
の
精
神

が
、
今
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
法

を
廃
止
し
、
主
権
在
民
を
守
り
、
災
害

に
強
い
日
本
に
す
る
政
治
こ
そ
必
要
な

時
で
す
。

（
Ｈ
・
Ｉ
）

地 蜂

安
倍
暴
走
政
治
を
く
い
止
め
、
国

民
の
暮
ら
し
を
守
る
政
治
へ
変
え
る

た
め
に
、
７
月
の
参
院
選
で
定
員
１

名
の
長
野
選
挙
区
で
の
野
党
共
闘
候

補
・
杉
尾
ひ
で
や
氏
の
勝
利
は
決
定

的
に
重
要
で
す
。

４
月
19
日
、
上
伊
那
の
共
産
党
、

民
進
党
、
社
民
党
、
市
民
団
体
の
代

表
者
ら
が
会
議
を
開
催
し
、
県
レ
ベ

ル
で
方
針
化
さ
れ
た
①
３
野
党
と
市

民
共
同
の
街
頭
宣
伝
に
取
組
む
②
杉

尾
氏
の
全
戸
ビ
ラ
を
作
成
す
る
③
杉

尾
氏
と
著
名
人
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

す
る
④
小
選
挙
区
に
杉
尾
事
務
所
を

開
設
し
、
市
民
共
同
コ
ー
ナ
ー
を
作

る
⑤
演
説
会
や
集
会
要
請
に
応
え
、
挨

拶
す
る
の
５
点
を
確
認
。
運
動
を
発
展

さ
せ
る
と
同
時
に
、
「
杉
尾
ひ
で
や
氏
を

応
援
す
る
上
伊
那
の
集
い
」
を
６
月
２
日

午
後
７
時
か
ら
、
伊
那
文
化
会
館
で
予

定
し
実
行
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
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「ＪＣＰ上伊那」

上
伊
那
で
野
党
共
闘
へ
！

私
は
35
年
間
、
テ

レ
ビ
報
道
の
最
前

線
に
立
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、

日
本
の
政
治
を
外

か
ら
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
ま
し
た
が
、
今
ほ

ど
強
い
危
機
感
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
答
無
用
の
安
保
法
制
の
強
行
、
相
変

わ
ら
ず
の
バ
ラ
マ
キ
・
将
来
世
代
へ
の
先

送
り
の
財
政
、
空
虚
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
政
治

と
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

今
こ
そ
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
な
い
。
報

道
マ
ン
と
し
て
政
治
を
伝
え
る
立
場
か
ら
、

人
々
に
伝
わ
る
政
治
を
実
践
し
よ
う
と
、

強
い
決
意
を
も
っ
て
国
政
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
戦
後
の
民
主
主
義
体
制
や

立
憲
主
義
、
平
和
主
義
を
否
定
す
る
政
治

が
こ
れ
以
上
続
く
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
改
憲
が
強
行
さ

れ
れ
ば
、
国
民
の
基
本
的
人
権
や
報
道
の

自
由
は
根
本
か
ら
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

私
は
野
党
統
一
候
補
と
し
て
、
安
保
法

制
を
撤
回
し
、
立
憲
主
義
を
回
復
、
安
倍

政
権
の
改
憲
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
全
力

を
挙
げ
て
立
ち
向
か
う
決
意
で
お
り
ま
す
。

こ
の
長
野
県
か
ら
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

日
本
の
政
治
を
変
え
る
大
き
な
う
ね
り
を

起
こ
す
た
め
に
、
全
力
を
挙
げ
て
頑
張
り

抜
き
ま
す
の
で
、
今
後
、
一
層
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
（
参
院
長
野
選
挙
区
予
定
候
補
）

杉
尾
ひ
で
や
氏
の
あ
い
さ
つ

７ 月
参院選

昨年９月１９日、戦争法が強行。その

後九条の会の会員らが毎月１９日に
戦争法廃止を求めスタンディングに取
組んでいます。（竜東橋北交差点）

衆
院
長
野
５
区
候
補
に

有
坂
ち
ひ
ろ
さ
ん

共
産
党
長
野
県
委
員
会
は
７
月
の

参
院
選
と
同
時
に
衆
院
選
が
予
想
さ

れ
る
中
、
26
日
記
者
会
見
し
、
衆
院

選
長
野
５
区
予
定
候
補
に
有
坂
ち
ひ

ろ
さ
ん
（
41
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

５区に立候補を

表明した決意を

語る有坂氏

（長野日報より）
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安倍政権ＮＯ！力あわせ未来ひらく
今
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
実
行
委
員
会
や
共
産
党
な
ど

が
「
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
統
一
署
名
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

伊
那
市
で
は
第
１
次
締
切
の
４
月
25

日
現
在
６
９
６

３
人
で
目
標
の

６
２
、
３
％
。

東
春
近
、
西
箕

輪
、
手
良
、
富

県
地
域
で
目
標

を
突
破
。
目
標
ま
で
「
あ
と
一
歩
」
の

地
域
が
多
く
、
早
期
目
標
突
破
に
全
力

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

17
日
、
西
箕
輪
の
有
報
堂
で
地
域
の

九
条
の
会
や
医
療
生
協
支
部
な
ど
が
、

「
改
憲
問
題
の
現
段
階
と
私
た
ち
の
課

題
」
と
題
し
た
学
習
会
を
行
い
、
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
野
口
俊
邦
信
州
大
学
名
誉
教

授
は
、
「
戦
争
か
平
和
か
」
「
個
人
の

尊
厳
の
擁
護
か
蹂
躙
か
」
が
問
わ
れ
て

じ
ゅ
う
り
ん

い
る
こ
と
や
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、

戦
争
法
決
定
、
明
文
改
憲
な
ど
に
つ
い

て
日
本
国
憲
法
と
自
民
党
の
改
憲
草
案

を
対
置
し
、
安
倍
政
権
が
狙
っ
て
い
る

戦
争
へ
の
道
と
こ
れ
に
マ
マ
の
会
や
シ
ー

ル
ズ
、
九
条
の
会
な
ど
、
平
和
を
求
め

て
た
た
か
っ
て
い
る
全
国
の
取
り
組
み

の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
現
憲
法
の
も
と
で

安
倍
政
権
は
壁
に
突
き
当
た
っ
て
い
る
」

「
戦
争
法
廃
止
や
平
和
運
動
を
強
め
よ

う
」
な
ど
の
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

「
会
」
で
は
、
宣
伝
や
署
名
行
動
を

計
画
的
に
推
進
。
５
月
３
日
午
後
２
時

文
化
会
館
で
の
那
須
弘
平
さ
ん
の
講
演

「
今
、
日
本
国
憲
法
を
考
え
る
」
の
参

加
券
の
普
及
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

３
月
29
日
、
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
つ
く
り
変
え
る
安
保
法
制
＝
戦
争

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
憲
法
を
ふ
み
に
じ
っ
て
、
い
つ
で
も
戦
争
で
き

る
国
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
、
伊
那
市
で
も
戦
争
法
を
廃
止

し
、
憲
法
９
条
を
守
り
国
民
を
尊
重
す
る
政
治
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
、

い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
万
署
名

次
々
、
目
標
突
破
！

◇憲法制定70周年

憲法記念日のつどい・講演会

「今、日本国憲法を考える」
―憲法の番人
元最高裁判所

裁判官が語る―

講師：
那須弘平さん
（弁護士・伊那

市ふるさと大使）

日時：5月3日（火・祝日）
午後２：００～４：３０

（開場1:30）

会場：伊那文化会館大ホール
託児所あり（要申込・無料）

★協力券５００円（高校生以下無料）

※当日会場にても購入可

♡ 北原明さん、曽我逸郎さん
小幡久美子さん、山﨑恭子さん

も発言します。

憲
法
学
習
に
確
信

西
箕
輪
九
条
の
会

４月３日のスタンディングに１０人

がアピール（手良９条の会）

「
市
街
に
出
る
の
に
バ
ス
代
が
１
６
０

０
円
も
か
か
る
。
中
央
病
院
に
行
く
に

は
乗
り
換
え
と
更
に
料
金
が
か
さ
む
」

と
の
高
遠
や
長
谷
の
住
民
か
ら
の
訴
え

に
、
共
産
党
伊
那
市
委
員
会
が
、
２
年

前
の
市
議
選
で
「
２
０
０
円
バ
ス
実
現

を
」
と
公
約
。
そ
の
後
「
２
０
０
円
バ

ス
検
討
委
員
会
」
（
前
沢
啓
子
委
員
長
）

を
設
置
。
「
地
域
交
通
は
行
政
に
責
任

と
義
務
が
あ
る
」
こ
と
を
学
び
、
２
０

０
円
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
る
木
曽
町
の

視
察
、
無
料
バ
ス
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
の
研
究
、
市
民
の
要
望
と
実
態
調

査
、
市
内
の
バ
ス
試
乗
な
ど
に
取
組
ん

で
き
ま
し
た
。

「
委
員
会
」
は
３
月
末
に
「
調
査
や
活

動
の
ま
と
め
」
を
党
伊
那
市
委
員
会
に

答
申
。
そ
れ
に
よ
る
と
行
政
へ
の
提
案

と
し
て
交
通
弱
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

高
遠
や
長
谷
か
ら
中
央
病
院
へ
の
無
料

バ
ス
の
試
験
運
行
の
実
施
や
、
市
が
バ

ス
会
社
と
協
議
し
市
民
が
求
め
る
交
通

網
の
確
保
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
市
の
姿
勢
を
変
え
る
た
め
に
市

民
と
共
同
し
て
取
組
む
こ
と
が
重
要
と

し
て
い
ま
す
。

市
民
に
喜
ば
れ
る
バ
ス
運
行
を

バ
ス
検
討
委
が
党
市
委
員
会
に
答
申
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水
（
１
）

上
の
原

中
村

光
利

入
植
当
時
、
近
隣
の
区
へ
の
編
入
の
申
し
入
れ
も
断

ら
れ
ま
し
た
が
、
旧
地
主
が
一
番
多
か
っ
た
日
影
区
が

仲
間
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

極
貧
の
状
態
で
入
植
し
た
開
拓
民
に
と
っ
て
、
一
番

の
問
題
は
、
飲
料
水
で
し
た
。
天
竜
川
、
三
峰
川
の
川

沿
い
の
平
地
か
ら
は
五
、
六
十
メ
ー
ト
ル
の
高
台
ゆ
え
、

流
れ
川
は
無
し
、
飛
行
場
時
代
の
水
道
設
備
は
破
壊
さ

れ
て
い
て
用
を
な
さ
ず
、
雨
水
に
頼
る
他
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

水
源
を
求
め
て
近
隣
は
も
と
よ
り
手
良
方

面
ま
で
も
、
手
突
き
で
ボ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ
た
も
の
で

す
。
子
供
ま
で
総
出
で
重
石
を
引
き
上
げ
る
綱
を
引
き

に
行
き
ま
し
た
。
で
も
、
結
局
、
飲
料
水
と
し
て
保
健

所
の
許
可
が
得
ら
れ
る
水
質
と
水
量
を
確
保
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
始
的
な
井
戸
掘
り
の
限
界

だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
頃
、
日
影
区
で
は
、
仲
間
に
入
れ
た
も
の
の
、

入
植
を
諦
め
て
い
つ
山
を
下
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

と
心
配
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

各
戸
の
バ
ラ
ッ
ク
同
様
の
粗
末
な
屋
根
で
は
、
十
分

な
雨
水
を
集
め
ら
れ
ず
、
顔
を
洗
う
水
に
も
事
欠
く
状

態
が
続
き
ま
し
た
。
特
に
１
９
４
９
（
昭
24
）
年
の
夏

は
晴
天
が
続
き
、
洗
濯
は
お
ろ
か
、
飯
を
炊
く
に
も
困

る
大
変
な
事
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
一
棟
だ
け
残
っ
て

い
た
格
納
庫
の
大
き
な
屋
根
に
樋
を
か
け
て
五
十
メ
ー

ト
ル
位
離
れ
た
貯
水
槽
ま
で
導
く
工
事
を
12
月
ま
で
か

け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
時
以
来
、
学
校
か
ら
帰
る
と
水
汲
み
が
日
課
と

な
り
ま
し
た
。
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
天
秤
棒
で
担
ぎ
、

家
ま
で
二
百
メ
ー
ト
ル
余
り
を
何
度
も
往
復
し
ま
し
た
。

途
中
で
水
が
こ
ぼ
れ
て
、
家
に
着
く
頃
に
は
半
分
く
ら

い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ぷろ

４

上
の
原
今
昔

プロ

「
燃
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
」
ゴ
ミ

の
全
て
を
処
理
す
る
焼
却
場
が
伊
那

市
富
県
の
天
伯
河
原
に
建
設
さ
れ
ま

す
。
建
設
を
巡
り
賛
否
両
論
あ
り
、

こ
の
８
年
間
の
地
元
住
民
の
苦
悩
は

大
変
な
も
の
で
し
た
。

建
設
同
意
後
は
事
故
防
止
と
情
報

公
開
等
の
基
本
協
定
に
続
き
自
然･

生

活
全
般
に
わ
た
る
環
境
保
全
協
定
と

地
元
と
の
約
束
事
の
覚
え
書
き
を
締

結
し
ま
し
た
。

改
め
て
平
成
27
年
７
月
に
締
結
さ

れ
た
環
境
保
全
協
定
に
つ
い
て
明
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
骨
子
は
建
設

中
と
供
用
開
始
後
の
周
辺
環
境
全
般

の
保
全
を
約
束
す
る
も
の
。
情
報
公

開
と
報
告
を
義
務
付
け
、
周
辺
６
区

の
代
表
者
各
３
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

（
地
元
市
議
会
議
員
）
で
構
成
さ
れ

る
運
営
協
議
会
に
よ
り
、
監
視
や
問

題
解
決
の
た
め
の
協
議
を
年
２
回
、

加
え
て
、
構
成
員
の
申
し
出
で
別
に

も
開
催
出
来
ま
す
。
公
害
等
支
障
が

発
生
し
た
時
は
運
転
を
中
止
す
る
こ

と
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
排
ガ
ス
の

国
の
基
準
値
を
超
え
た
場
合
や
新
た

に
設
け
た
「
要
監
視
基
準
値
」
を
越

え
た
場
合
は
直
ち
に
原
因
究
明
と
対

策
を
講
じ
再
測
定
を
行
う
。
再
び
超

え
た
場
合
に
は
運
転
を
中
止
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
「
車
両
交
通

対
策
計
画
」
と
「
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
確
立
や
周
辺
環
境
調
査
の

継
続
、
広
範
な
住
民
の
発
言
を
聞
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

最
後
に
、
協
定
は
３
年
間
の
準
備

期
間
と
稼
働
後
30

年
の
も
の
で
、
そ

の
後
更
新
す
る
か

否
か
に
つ
い
て
は

15
年
後
の
地
元
区

と
の
協
議
で
決
ま

る
と
し
て
い
ま
す
。

（
伊
那
市
議
・
若
林

敏
明
）

熊
本
・
大
分
地
震
に

対
し
、
ご
冥
福
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
地
震
災
害
が
、
伊
那
谷
の
断

層
と
連
動
す
る
中
央
構
造
線
の
内
で
起
き

て
お
り
、
今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
、
川
内
・
伊
方
原
発
、
リ
ニ
ア
南
ア

ト
ン
ネ
ル
へ
の
影
響
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
市
の
直
下
を
走
る
伊
那
谷
断

層
帯
に
よ
る
地
震
は
、
県
危
機
管
理
部
の

予
測
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
最
大
震
度
７
と
な

り
、
建
物
全
半
壊
２
３
，
６
２
８
棟
、
焼

失
３
９
４
棟
、
死
者
２
１
２
人
、
重
軽
傷

者
５
，
４
６
０
人
、
避
難
者
２
９
，
２
９

６
人
、
断
水
１
９
，
３
２
９
世
帯
、
停
電

６
，
６
４
９
世
帯
、
電
話
支
障
９
，
２
２

６
回
線
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
い
ま
、

熊
本
・
大
分
で
お
き
て
い
る
こ
と
と
同
様

で
す
。
伊
那
市
は
「
大
規
模
災
害
対
策
業

務
継
続
計
画
」
を
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
刻
も
早
い
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
伊
那
市
議
員
団
は
、
緊
急

支
援
を
市
長
に
申
し
入
れ
、
ま
た
、
ア
ピ

タ
前
で
党
中
央
委
員
会
が
呼
び
か
け
た
義

援
金
募
金
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

窓市議の

地
震
支
援
と
対
策

飯
島

光
豊

＆

産
廃
処
分
場
反
対
の

署
名
８
万
超

「
宮
田
村
に
放
射
性
物
質
は
い
ら
な

い
」
と
村
民
が
、
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
に
断
固
反
対
を
掲
げ
昨
年
９

月
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
間
「
環
境
を
守
る
会
」
を
中

心
に
多
く
の
団
体
が
、
勉
強
会
の
開

催
、
看
板
の
設
置
、
の
ぼ
り
旗
の
作

成
と
大
型
店
前
や
団
体
で
の
署
名
行

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
会
」
で
は
、
署
名
は
８
万
人
を

超
え
、
10
万
の
目
標
を
突
破
し
、
建

設
を
阻
止
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

「
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
」
の
環
境
保
全
協
定
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長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
と
労
組
で
42
年

ま
す
み
ケ
丘

伊
東
和
夫
（
79
）

宮
田
村
出
身
で
高
校
卒
業
後
、
55
年
に
自
動
車
の
整
備
を
し

た
く
て
南
信
定
期
に
入
社
。
会
社
の
命
で
助
手
に
な
り
自
動
車

学
校
に
行
か
ず
に
免
許
を
取
得
、
運
転
一
筋
の
人
生
で
し
た
。

寒
い
朝
は
ク
ラ
ン
ク
を
回
し
て
慣
ら
し
、
雨
天
時
は
手
動
ワ

イ
パ
ー
を
動
か
す
の
も
助
手
の
仕
事
で
し
た
。
50
年
代
後
半
で

の
大
型
は
4
ト
ン
車
で
方
向
指
示
器
は
矢
羽
式
で
し
た
。
未
舗

装
道
路
を
経
木
や
青
果
・
鶏
卵
・
果
物
な
ど
、
時
に
は
ヤ
ミ
米

き
ょ
う
ぎ

も
積
み
河
口
湖
経
由
で
東
京
ま
で
運
転
し
、
狭
い
道
で
は
道
を

譲
れ
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
や
、
助
手
席
に
い
た
時
に
は
汽
車
と
鼻

先
が
衝
突
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

会
社
と
対
等
に
交
渉
す
る
た
め
に
労
働
組
合
を
結
成
し
ま
し

た
。
11
ト
ン
車
に
大
型
化
、
ツ
ー
マ
ン
運
転
か
ら
ワ
ン
マ
ン
へ

の
合
理
化
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
で
の
休
憩
を
規
定
時
間

と
ら
せ
る
な
ど
労
働
条
件
を
守
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

大
手
資
本
が
名
古
屋
鉄
道
と
吸
収
・
合
併
し
て
で
き
た
信
州

名
鉄
は
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
盾
に
、
66
年
全
自
運
労
組
の

島
尻
豊
さ
ん
ら
幹
部
5
名
を
解
雇
、
裁
判
闘
争
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
東
京
高
裁
で
の
証
人
尋
問
で
不
当
労
働
行
為
を
証
言
し
ま

し
た
。
13
年
も
の
長
期
裁
判
で
不
当
労
働
行
為
、
偽
証
が
次
々

明
ら
か
に
な
り
、
原
告
は
職
場
復
帰
、
６
０
０
０
万
円
支
払
う

と
い
う
和
解
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

高
度
成
長
期
の
面
白
い
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
近
し
い

人
が
他
界
し
て
寂
し
い
昨
今
で
す
。
最
近
の
政
治
は
頭
に
く
る

こ
と
ば
か
り
。
選
挙
は
選
ぶ
時
が
大
事
で
、
後
で
い
ろ
い
ろ
言
っ

て
も
駄
目
で
す
。
（
談
）

随想

☆ 憲法制定７０周年・憲法記念日の集い
５月３日（火・祝）午後２時～４時半

伊那文化会館大ホール

＊詳細は、本紙２面をご覧ください。

連絡先：

久保田誼（78－0823）春日幸雄（79－8781）

横田美男（95－4325） 荒 恵子（74－1255）

☆ さわやかウォーキング
５月１２日（木）午前９時５０分

長谷道の駅「南アルプスむら」向かいの

公園駐車場集合

主催：上伊那医療生協健康づくり委員会

連絡先：医療生協組合員センター（79－8702）

☆ 戦争法廃止アピール全国一斉行動
５月１９日（木）午前７時１５分～８時

大萱交差点でスタンディング

☆ 2016年参議院選挙
戦争法の廃止、立憲主義の回復へ

日本共産党大演説会
５月２２日（日）午後０時３０分～３時

松本城公園（松本市） 入場無料

＊弁士 市田忠義党副委員長

たけだ良介さん、唐沢ちあきさん

野党統一候補杉尾ひでやさん

・各地区からマイクロバスが出ます。

連絡先：党上伊那地区委員会（72－2465）

小林和人さんを偲ぶ会

☆ 杉尾ひでやを応援する
上伊那市民のつどい

６月２日（木）午後７時～（６時半開場）

伊那文化会館大ホール

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半
いなっせ北側広場
主 催 さよなら原発上伊那の会
連絡先 医療生協組合員センター

（ＴＥＬ７９－８７０２）

元伊那市議会議員小林和人さんを偲ぶ会が４月２３

日に地元の西箕輪公民館で行われ所縁のある７０名が

参加し故人を偲びました。

参加者は享年６０歳というあまりにも早い故人の旅

立ちを惜しみ、生前の活躍をたたえ、故人の遺志を継

いで頑張ることを誓い合いました。

会
場
を
埋
め
た
参
加
者


